
 

 

 

 

 

   



 

     

      
   

   

   
   

   
    

   
   

 
 

 
  

 
 

 
 

 

 

 

 

   
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 



  

   
 

 
     

     

   
     

    

      
 

   
   

  
    

  
     

    
   

  
  

  

    

     
     

     
        

 
    

  
  

 
  

   

  

    
   

   
 

   
  

  
 

      

    

 



  

 

 

 

 

             

 



 

 

 

 

 

           

 

  

 

 

 



   

   

   

   

  

 

   

   

   

 

 

 

  

 



 

 

 

  
  

 
 

 



 

 

 

 

 



 

   

    

 

   

 

 

 

 

 



 



 

 

  

 

 

  

 

   
 

     

       
 

        

     
 

        

  
 

   

                   



 

        

     
 

     

        

         
         

        

     
 

     

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 



 

 

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



乙れは対象iと比べが分布で5%以下の危険率で有意である． 虫垂切除術を受けた時期は本症

発病後虫垂炎と誤認されて手術を受けたと思われる例より， 発病前10数年にわたって散在し

ている．

2. 主 訴

主訴ならびにその例数は表6 IC示す通りであって腹痛が最も多く32例，80%で下痢軟便， 四

肢のしびれ感， 腹部膨満感がとれlζ次ぐ．

表日 主 訴（60例）

肢 痛 32例

下 痢 軟 便 16 

四肢のしびれ感 11 

腹部膨満感 7 

歩 行 障 害 3 

下肢の倦怠感 2 

下肢の筋痛 2 

両下肢筋の緊張感 2 

使 荘、 2 

両足の異常感 1 

腰 痛 1 

直 鳴 1 

足底の冷感 1 

徴 熱 1 

全 身 倦 怠 1 

u; 気 1 

3. 発 熱

発病時すなわち腹部症状の発症した時期lζ 一致して発熱を認めた患者は60例中37° c台2

不明1例の計5例である．

生 腹部症状

冨． 腹部症状の誘因

部症状の誘因と考えられる食品等は柿2例， うどん2例， まんじゅう， とうじがそれぞれ

1弱虫， その他lζバリウムによるレ線検査， 食中毒が共iζ1例ある．

lL· 腹 痛

室轟過を通じて腹痛のあった症例は60例中54例で， 乙の内神経症状発現前より腹痛のあった

面程度は前2者の合計50例中鈍痛26例， 厳痛， 茄痛24例である．

症より神経症状発現までの期間， 症例数， 累積百分率は表？に示す通りで， 1カ月以
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関係等について現在までに得られた結果を報告じた．
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